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一働
く
高
齢
者
の
拠
点

～守
り
育
て
次
せ
代
へ

理
事
長
藤
村

千
代
志

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
初
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
明
け
暮
れ
;--
一
年

と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
大
切
に
し
て

き
た
会
員
が
集

ま
っ
て
の
行
事
も
出
来
な

い
中
、
業
績
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
な
ど

残
念
で
物
足
り
な
い
一
年
と
な
っ
た
も
の

の
、
会
員
は
元
気
に
働
き
大
き
な
事
故
も

な
く
無
事
に

一
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
涌
谷
町
を
は
じ
め

町
民
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
愛
顧
の
腸
物
と

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
超

高
齢
化
・
人
ロ
減
少
社
会
が
進
行
す
る
中

で
、
地
域
社
会
の
活
力
を
保
つ
た
め
に
は

元
気
な
高
齢
者
の
活
躍
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

シ
ル
バ
I
人
材
セ
ン
タ
I
は
働
く
高
齢
者

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
一
方
会
員
の
状
況
は
新
規
加
入

が
減
り
、
年
齢
が
上
が
り
後
継
者
の
不
足

が
目
立
つ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
地
域
社

会
の
要
請
や
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
に
も
、

新
規
会
員
の
加
入
促
進
と
後

継
者
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

私
達
は
多
く
の
高
齢
者
の
方
々
に
仲
間

に
加
わ
り
地
域
で
共
に
活
躍
し
て
頂
く
こ

と
を
心
よ
り
願
つ
て
お
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
皆
様
に
は
幸
多
か
れ
と

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
、
役
職
員

に
は
お
客
様
の
笑
顔
を
糧
と
し
、
地
域
か

ら
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
I
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
、
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
新

の
挨
拶
と
い
た
し
ま

令和3年度
上期の実續

上
期
は
前
年
度
を
若
干
下
回
り

下
期
は
前
年
並
み
の
実
績
で
推
移

28号 令和4年2月1日 ( 2 )

今
年
度
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
や
夏
の
異
常
気
象

（長
雨
、
猛
暑
等
）

で
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
に
努
め
-

'つ
、

受
注
し
た
業
務
を
完
全
に
消
化
出
来
る
様
な

組
織
体
制
の
充
実
強
化
を
図
つ
て
参
り
・
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
上
期

（4
～
9
月
）
の
事

業
状
況
は
、
前
年
度
の
実
績
を
若
干
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
実
績
の
各
指
標

で
は
、
事
業
収
入
に
当
た
る
契
約
金
額
の
合

計
は
3
，
8
0
5
万
円
と
な
り
、

前
年
同
期

比
98
%

（金
額
で
5
8
万
円
減
少
）。
ま
た
、

予
算

（目
標
）
に
対
し
て
1
0
2
%
の
実
績

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
受
注
件
数
は
9
3

2
件
と
前
年
に
比
べ
64
件
の
増
加
で
し
た
。

次
に
、
就
業
実
績
を
表
す
就
業
延
べ
人
数
は
、

6
，
0
2
6
人

（前
年
同
期
5
，
9
6
2
人
）。

就
業
率
は
65
%

（同
65
%
）
に
な
り
ま
し
た
。

契
約
金
額
の
発
注
者
別
比
率
で
は
公
共
事

業
12
%
、
一
般
企
業
26
%
、
家
庭
・
個
人
62

%
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
同
期
に
比

べ
て
公

共
事
業
は
3
ポ
イ
ン
ト
、
一
般
企
業
は
2
ポ

イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
逆
に
家
庭
・
個

人
は
5
ボ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
行
事
の
中
止
や

企
業
の
契
約
控
え
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
、
7
月
の
悪
天
候
や
高
齢
化
に
伴
う
剪

定
作
業
・
草
刈
り
作
業
の
減
少
が
あ
る
も
の

の
、
家
庭
・
個
人
の
仕
事
は
、

相
変
わ
ら
ず

全
体
の
過
半
数
を
占
め
、
当
セ
ン
タ
1-
の
特

徴
が
出
て
い
ま
す
。

下
期
は
前
年
度
と
同
等
で
推
移
し
、
通
期

で
前
年
度
を
若
干
下
回
る
見
通
し

さ
て
、
今
年
度
下
期
も
3
ケ

月
が
経
過
し

ま
し
た
が
相
変
わ
ら
ず
受
注
は
増
え
ず
、
低

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
従
つ
て
、
今
年
度

通
期
ト
ー
タ
ル
の
事
業
実
續
は
、
前
年
度
を

若
干
下
回
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

【セ
ン
タ
I
役
員
】

理

事

長

藤

村

一副
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長

三

塚
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渡
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友

f
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志
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盛
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子

建

次

義

則
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孝

子

敬
四
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文

精
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・

【事
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事
務
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長
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か
り
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正 秀 年
商
さ さ a
ん ん

・一
涌
谷
町
長
遠

藤

釈

雄

町
議
会
議
長

後

藤

洋

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

'暗
一

和
13
年
生
れ

）

香
川

敏
夫
さ
ん

大
和

武
虎
さ
ん

中
澤

良
美
さ
ん

内
海

義
信
さ
ん

細
浦
る
り
子
さ
ん

佐
々
木
幹
男
さ
ん

大
崎

敏
明
さ
ん

土
生
本
李
子
さ
ん

会
員
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か

な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
町
行
政
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

様
々
な
行
動
が
制
限
さ
れ
、
日
本
の
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
正
し
く
理
解

し
、
予
防
を
実
踐
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
益
々
お
元
気

に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
願
つ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
壬
寅

（
み
ず
の
え
と
ら
）
で
、
こ
の
年
は

「厳
し
い
冬
を
越
え
て
、
芽
吹
き
始
め
、
新
し
い
成
長
の
礎

と
な
る
年
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
貴
セ
ン
タ
I
が
益
々

成
長
さ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
に
併
せ
て
、
会
員
の
皆

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
涌

谷
町
議
会
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ル
バ
I
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の

方
々
の
新
た
な
生
き
が
い
の
発
見
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。さ
て
、
特
に
地
方
に
お
い
て
少
子
高
齢
化
が
進
み
労
働
人

口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
貴
セ
ン
タ
I
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
お
り
、
皆
様
方
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
に
よ

り
、
地
域
活
性
化
の
た
め
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

『
体
が
続
く
限
り
』

西

，f，e
香
川

敏
夫
さ
ん

様
。
役
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
今
年

一
年
が
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る

ご
隆
盛
と
皆
様
方
の
ご
健
康
、

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

涌
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
I
が

発
足
以
来
の
会
員
と
し
て
十
五
年
、
剪

定
を
主
な
仕
事
で
頑
張
つ
て
参
り
ま
し

た
。依
頼
さ
れ
る
お
客
様
か
ら

″
き
れ
い

に
な
っ
た
ョ
、
あ
り
が
と
う
"
の
笑
顔

に
支
え
ら
れ

．

．・
、
，

，，．

．
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9
の
3
区
石
垣

靖
子

様

「私
達
の
良
き
パ
l
ト
ナ
ー

」

帰
一っ
一J
き
て
19
年
に

J

痛
め
た
こ
と
も
あ
り

け
を
お
願
い
し
て
い

ァ

取
り
や
片
付
け

（特

人
材
セ
ン
タ
I
に
頼

り
ま
す
a

一
も
2
人
で
来
ま
す
。

:一け
（袋
請
め
）
が
終

:

い
な
仕
事
に
大
変
満

私
に
と
っ
て
は
安
価

ァ

取
り
は
も
ち
ろ
ん
の

:

業
に
は
シ
ル
バ
ー
人

た
い
と
思
い
ま
す
。

一一
も
体
に
は
十
分
留
意

ト
ナ
ー

私
は
涌
谷
に
ョ

f
。
最
近
、
腰
存

の
草
取
り
と
片
:

付

f
ど
も
達
に
も
直

一

物

）
は
シ
ル
バ
I

に
と
言
わ
れ
て
お

作
業
に
は
い

「

で
草
取
り
と
片

:

付

一9
。
丁
寧
で
き
h

い
ま
す
。
ま
た
、

る
価
格
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
直

一
里

い
物
や
高
所
佐

タ
I
に
お
願
い
し

会
員
の
皆
さ，
-

一一一一達
の
良
き
パ

］

と
し
て
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

こ と 足 わ 午  む に ま  、 な
と 思 し  り 前 よ 重 す 屋 り
え て ま 中  う い ° 敷 ま

材
セ
ン

さ
れ
、
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下
小
塚
区
大
平

英
秀

様

一

2
の
2
区

一

（株
）
涌
谷
自
動
車
学
校

一

社
長

小
島
太
美
雄

様
一

「い
つ
ま
で
も
助
け
て
く
れ
る
存
在
で
」

私
の
家
は
音
な
が
ら
の
百
姓
で
す
。
前
は
養

跡

と
稲
作
で
し
た
が
、
現
在
は
稲
作
と
野
菜

（ほ
う
れ
ん
草
）
を
つ
く
り
出
荷
し
生
計
を
立

て
て
い
ま
す
。
ほ
う
れ
ん
草
を
出
荷
す
る
際
に

は

パ
ー
ト
さ
ん
を
頼
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

つ
に
年
中
農
業
に
就
い
て
い
る
と
屋
敷
の
草
取

り
や
剪
定
に
は
手
が
ま
わ
り
ま
せ
ん
。
特
に
先

租

か
ら
の
庭
木
の
剪
定
な
ど
は
、
と
て
も
出
来

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
時
シ

ル
バ
I
人
材
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
お
か
げ
で
助
か

っ
て
い
ま
す
。
特
に
田
植
え
か
ら
時
草
刈
り
の

lj

月
は
大
変
で
す
。
仕
事
は
事
務
所
の
担
当
者

と

打
合
せ
を
し
ま
す
の
で
、
私
が
現
場
に
つ
い

て
い
な
く
と
も
大
丈
夫
で
安
心
で
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
さ
ん
同
士
の
話
し
で
聞
く
の

で
す
が

″
新
し
い
会
員
さ
ん
が
增
え
て
い
な
い

と
間
い
て
い
ま
す
。
少
し
心
配
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
私
達
複
合
経
営
農
家
に
と
っ
て
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
会
員
と
な
っ
て
助

げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
つ
て
い
ま
す
。
会
員

一rc
ん
が
健
康
で
は
つ
ら
つ
と
活
動
さ
れ
る
こ
と

を
願
つ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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1 す も て す て 人 月 あ 動  っ期 ル ま 援 労 町 す い 運 ま 谷 一、表
1 の な い 力j い 材 ま り 車  て に バ 、す。 を は 内 の て 要 す:自 全
で く た  ま セ で ま 学  お お I い あ 外 で 参 免  動 を
よ て だ 安 す ン の す 校  け 人  た り か  り 許 延 車 ?-,
1 j は 重 全 ° タ 5  °に 品 る 材  だ ま ら 常 ま 要 べ 学 覆
な 感 を 平 I ヶ 私 は  数 利 セ  き し 愛  し 得 約 校

l 最n 2選 若話 E 要 i ぁ報 た 案是 種 重願 い て 先 年 迎 す と の  の I  り 信 仙 手 人 校

1 t 重 お に t、車力'l こ t 票 i差j と が 董 頼 言t 伝 の し  g要 り 事 lつ の ろ に  迎 の  た 様 さ  に い 方 て

1 手 た 器 ま 故 7 運 こ で 超  ;車 係  5 g れ 事 も を 々 空、 たき
。 ボ す も 年 転 の は 多  の わ  感 ,_ 続 学 さ の 1ら
ジ ° な 目 を 間 l 1 忙  か 運 り  謝 理 け  °校せい 5 l 'ー
シ こ く に お シ 月 な  け 転 は  し 解 る こ が て ろ 年
ヨ れ 頑 な 願 ル か 時  で 者  、 て と た の あ い い に

t ・ 一 _ ___________ 一 一 一一一一一一一一一 一 一・i _ ・・ _ 一 _ ' ____ 一 一・1 一一 'i _ - 一 ___- ,一一一一- - - - - ・・ ・ 1 ・V・l _ - - ' __・_・_・
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義 〇様々な施設・場面 ・地域で 「ク ラスター」 が発生しています!
i, 〇 ク ラスターが発生すると、施設運営に大きな影響が生じます!
S 〇一人ひとりが慎重な行動をとり、 自分のみならず、 家族や友人の健康を守りましょう
i , ・ ti't'_ .? ',・_ ・・1l,'・_ - '- ・・一i-- ' .?・一,・:'・・ , . - .''-・・.・・・'・・一 ' 、・'-・?a、一・・・'・; f''田 ・'・
: l 患 禁 源t相一J

f ( l )発熱等の症状のある場合、出動・外出しない!
ツ (2)出勤前や活動等の都度、健康状態を確認!

f 2 感染登路を總つ
( l ) 手洗い、 u亥工チケット徹底!
f ( 2 ) マスク着用! マスクをうっかり外してませんか?
二与 会話するとき ・相手と十分な距離がとれないとき
S ( 3 ) 「三密」 回避l (「密閉」 「密集」 「密接」 を回避)
事, 換気徹底 ・人との距 離 を l ̃ 2 mあける
s ( 4 ) 食 事の時は大声を出さない l
生 ( 5 )  皆が触れる場所は毎日消毒しましょう !

s 3抵抗力を高める
11l 十分な睡眠、適度な運動、 バランスの取れた食事!

S 4職場外でも感染予防行動を徹底
11l' ( l )家庭において 「新しい生活様式」 を実践1
素 (2)職場外においても感染予防対策を徹底l
素 ( 3 )不要不急の外出や遊興は避ける!

．

．

l

:一一:

一 :一一一一 :

-

一一一一
『川面に魅せられて』 東3班  細浦 悦男

家の建築仕事を始めて4 6年に成ります。 私はいっばい趣味が有ります。

その中で手造り木造船の紹介です。

●・・■ ' ' ●・・● ・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●

きかけは、 四角だけでなく曲線

も造つてみたくなり、 身近な川船

を手始めに、 もっ と曲線をと、 カヤックづくりに挑戦しま
した。 息子が持つて来た、 英文の図面と寸法に苦労しなが

ら、 完成させました。既に5艇造成してます。水面を滑り

自然の中で、 心を癒やすのも良いものです。

手作り木造船に興味のある方は、 当センター迄お間い合

わせ下さい。

●・・●・・●・・●・・●・・●・・●・・

t義 義 敦

( 5 )  会報 はっらっシルバ一涌谷

。書
手を洗おう
#Wa s h l-l ands

近づかなぃよ 換気をしよう
#1l (eepD lstanc e  # 0l:lenWindow

●・・●・・●・・●・・● '・●・・●・・● l・●・・●・・●・・●・・●・・●・・●

『令和3年度 宮城県シルバー人材センター安全就業推進大会』

令和3年10月25日 (火) に涌谷町シルバ一人材センター会員、 山
田雄一さんが安全就業貢献者として公益社団法人宮城県シルバ一人
材センタ一連合会理事長より表彰を受けました。 また、 当センター
も模範として表彰されました。
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: '-'、 ll j ? 細 際 要 一一木 fリ t る の な い で ま 言 り い t1 し ii:, い 東
l つ る  心 も と  に 引 る に す 張 う ま た  て 延 '- 3
i て 職 の 健  の 品 先 の 届 仕 取 こ 見  °り も し だ 仕 い 長

ln 産 整解n報 i 空 た f こ 是 建 空
ま 習 い 注  を 式 か 洗 際 わ 納 多 桟 に 尸  そ 七 種 ン が  -
l i い を 意  号 の ら 濯 も か 入 々 も 手 張 仕 こ 月 類  Jと 終 幸 基
と 大 し  っ 蛍 指 半 細 り が あ 水 が り 事 で か や バ 了
し 切 t? ? 光 導 な 心 ま 出 り、 拭 け 替 の の ら? l し 要?
て に がっ 灯 さ ど の し 来  き る ス_ 内 私 お 容 人 た  ん----- 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 0 ----------------一一一一一一一一一一一一一一一一一一一/

東
3
班

（上
部
1
区
）

巻

初
さ
ん

一・一一一

東
1
班

（下
小
塚
区
）
-

倉
島

光
男
さ
ん
一一一一一一一l

「今
は
職
人
見
習

今
年
、
三
月
末
で
定
一

こ
と
で
以
前
か
ら
気
に
、

一制
セ
ン
タ
ー
の
扉
を
開
、

を
丁
寧
に
説
明
を
し
て
．

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
一

の
作
業
は
表
具
作
成
と
一

容

は
障
子
張
り
、

ふ
す
、

な
ど
初
め
て
や
る
仕
事
一

と
障
子
の
場
合
、

き
れ
．

で
タ
オ
ル
が
真
つ
黒
に
，

・

雨

の
日
は
お
客
様
か
ら
一

す

、
-一一ハ
気
に
左
右
さ
れ

た
。
ま
た
、
お
客
様
の
一

注
意
が
必
要
で
す
。
底

上

、
下
と
目
配
り
が
必
一

れ
ま
し
た
。
取
付
け
る
一

や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
も
一

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

今
は
ミ
ス
の
無
い
仕
一

ら

シ
ル
バ
I
の
皆
さ
、
，一

し
、
お
客
様
に
感
謝
さ
、

成
張
つ
て
い
き
た
い
と
一一

「妻
と
共
に
頑
張
る

」

一一

私
は
四
十
年
以
上
ホ
テ
ル
や
病
院
関
係
の
内
装

一一

作
業
を
手
一
掛
け
て
来
ま
し
た
。
朝
は
五
時
半
か
六

:一

時
に
出
発
し
、
依
頼
で
山
形
方
面
や
東
京
方
面
の

:一

作
業
も
あ
り
、

:

拍
ま
り
込
み
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

:一

し
た
。
そ
し
て
、
後
期
高
齢
を
機
に
仕
事
は
や
め

:一

ま
し
た
。

:一

二
年
前
に
妻
と

一
緒
に
シ
ル
バ
I
に
入
会
し
、

一

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
主
な
仕
事
は
草

一一

刈
り
作
業
で
す
。
今
ま
で
の
内
部
仕
事
と
は
全
く

一

の
畑
違
い
な
の
で
、

炎
天
下
の
暑
さ
で
の
重
労
働

一

が
自
分
に
勤
ま
る
か
不
安
で
し
た
が
、
田
ん
ぼ
は

一

思
つ
た
よ
り
風
が
ぁ
り
暑
さ
が
し
の
げ
助
か
り
ま

一

し
た
。
草
刈
り
は
、

グ
ル
ー
プ
作
業
な
の
で
間
隔

一

を
空
け
注
意
を
払
い
気
を
付
け
て
行
つ
て
い
ま

一

す
。
一
休
み
の
仲
間
と
の
会
話
が
、
疲
れ
て
い
る

一

私
に
楽
し
み
と
癒
や
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
仲

一

間
に
恵
ま
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

一

私
は
、

い
ま
ま
で
病
院
に
か
か
っ
た
事
が
な
い
一

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
妻
と
一
緒
に
お
互
い
寝
込
ま

一

ず
元
気
に
畑
仕
事
を
す
る
の
が
目
標
で
す
。
健
康

一

を
第

一
に
頑
張
れ
る
う
ち
は
頭
張
つ
て
行
こ
う
と

一

思
い
ま
す
。

、
:

・l-

i
-
-
-
-

，
I
-
-
1
l
l
l
l
l
l
l
l
◆

l
-
-

il
l
il
-
-
l
:l
l
l
l
l
l
l
-

、

「仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

」

-一

前
、
会
社
一

勤
め
の
時
に
シ
ル
バ
ー
会
員
の
方

一一

:

す
る
機
会
が
あ
り
、

色
々
な
作
業
が
あ
る
と

一一

興
味
を
持
つ
て
い
て
退
職
を
転
機
に
、
入
会

一一

め
ま
し
た
。

:一

会
後
は
、

主
に
除
草
作
業
、
墓
地
清
掃
、
雨

:一

一

掃
な
ど
様
々
で
す
。
前
職
が
板
金
関
係
の
仕

:一

し
て
い
ま
し
た
の
で
、

お
客
様
ら
の
ご
依
頼

:一

れ
ば
請
け
負
い
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。

一一

:

業
上
で
の
注
意
は
、
安
全
作
業
は
も
ち
ろ
ん

:一

が
綺
麗
に
仕
上
げ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

一一一一一

ル
バ
I
へ
入
会
し
て
か
ら
は
、
多
く
の
先
輩
:一

一
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
が
出
来
楽
し
く
作
業
を
し
:一

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い

一一

切
に
し
て
、
健
康
に
気
を
配
り
な
が
ら
働
く

一一
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頑
張
つ
て

行
き
た
い

と
思
い
ま

す
。
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、

①高齢者の就業による生きがいづくりを
l .健康で意欲のある高齢者が、豊かな経験や能力を生かし、仕事をして、 いきいきした人
生を築けるようにすること。
2. 地域の高齢者が仕事を通じて積極的に社会参加し、家庭や地域に活力を生み出すことを
目指しています。

②法律に位置づけられた公共的・公益的団体
「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」 で位置づけられた公益法人であり、営利を目的
としていません。

③基本理念は 「自主・自立、共働・共助」
「自主・自立、共働・共助」 を基本理念に、高齢者が地域を単位に自主的に連帯して、共に働き、
共に助け合つていくことを目指す団体です。

④ シルバ一人材センターのしくみ

(2)仕事の相談
発注_
(5)契約金の

支払い

シルパ一人材センター
事 務 局

シルバ一人.材センターでは

(1 )入会

希望職種の
登録_
(3)仕事の提供

すべての就労を保障するものではありませんが、 センターからの紹介で、 請負とセンタ一派遣
の就労が可能で、 多くの会員が元気に働き、 充実の日々を送つています。
●涌谷町に居住し、 健康で働く意欲のある、 おおむね60歳以上の方
●シルバ一人材センターの事業理念に賛同していただける方
●年会費は3,000円です
詳細は、下記T E Lにお問い合わせください。
入会を希望の方、 ちょっと聞いてみたい方も、 お気軽にお電話ください。

特に女性会員を大募集しております。 多<の仲間が、 あなたの電話をお待ちしております。
※重要※ 賃金一部改定のお知らせ
※宮城県の最低賃金が昨年10月に改定されましたので,涌谷町シルバ一人材センターでも一部
4月より賃金の改定を予定しています。 ご理解をお願いします。

8 l 4円 (f 取り・室内片付け等) - 令 和 4 年 4jよ り  8 6 5円に改定
8 6 5円(野外片付け・農作業等) 令和 4年 4月よ り  9 l 6円に改定

、i1・ _
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a

:
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一一一一
a
全
適
正
就
労
一9
目
一 :一一一か
ら
の
報
告

作
業
別
安
全
・
適
正
就
業
基
準
を
元
に
、
皆
様
の
安
全

意
識
の
高
揚
及
び
そ
れ
の
遵
守
を
日
的
に
安
全
適
正
就
労

の
ぺ
ナ
ル
テ
イ
制
度
を
導
入
し
、
実
施
し
ま
し
た
。
お
陰

様
で
緊
急
搬
送
等
重
篤
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一l
l

I

-

l

l

l

l

l

l

l

l

l

-

-

-

-

-

l

-

-

l

l

-

-

l

・一

1

パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
安
全
管
理
の
向
上
を
!

一一

一

一

一

一

一

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
一

一

一

一
安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
為
に
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

:

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
理
事
4
名
と
安
全
就
業
適
正
委

:一

:

員
8
名
で
構
成
し
、
今
年
度
は
7
月
～
11
月
の
間
で
5
一 一

:

回
安
全
バ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

一一

一

こ
の
時
期
は
、
機
械
を
使
用
す
る
:

早

刈
り
作
業
や
高
一

一

-

一
所
作
業
の
あ
る
一画
:

，

定
作
業
が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
重
一

一
点
に
実
施
し
ま
し
た
。
安
全
保
護
具
の
着
用
、

適
正
な
一

l

作
業
間
隔
、
脚
立
の
固
定
な
ど
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
一

一
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
事
務
所
の
掲
示
板
に
掲
示
し
一

一 - - 一 、
運
転
者
技
術
請
習
会

:

令
和
3
年
11
月
30
日
、

一
派
遣
で
就
業
し
て
い
る
運

:

転
者
を
対
象
に
一
楠
谷
自
動

一
車
学
校
を
会
場
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、

涌
谷

一
町
老
人
保
健
施
設
・
デ
イ

:

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
送
迎
に

7
名
の
会
員
が
就
業
し
て

一
お
り
ま
す
。
安
全
運
転
の

:

徹
底
と
運
転
技
術
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
今
年
は
、

:

「生
涯
無
事
故
で
」
と
題

:

し
、
過
去
の
死
亡
事
故
、

訃

報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
藤

栄
治
さ
ん

下
小
塚
区

（東
1
班
）

練
生
川

薫
さ
ん

太
田
区

（
箆
岳
1
班
）

高
橋
三
千
男
さ
ん

岸
ケ
森
区

（一一一m一岳
1
班
）

28号

物
損
事
故
な
ど
の
事
例
を
一

挙
げ
、

三
塚
管
理
者
か
ら
一

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

-一

安
全
連
転
の
心
得
や
運
一

転
技
術
の
評
価
を
受
け
、
一

緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
一一

初
心
を
忘
れ
ず
利
用
者
を
一

乗
せ
安
全
運
行
す
る
こ
と

:

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
一一

講
習
会
で
し
た
。

一

日
曜
日
を
除
く
毎
日
、

:

5
台
の
ワ
ゴ
ン
車
で
1
日
一一

2
回
施
設
利
用
者
を
送
迎
一

す
る
業
務
で
す
が
、
こ
れ

:

か
ら
も
安
全
運
転
に
留
意
一一

さ
れ
、
頑
張
つ
て
下
さ
い
。
一一一一

■
新
会
員
紹
介
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
シ
ル
バ
1
会
報

「は
っ
ら
つ
第
28
号

」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

〇
昨
年
、
一

昨
年
と
大
規
模
な
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
、

か
っ
、

末
だ
衰
え
を
知
ら
ず
猛
威
を
ふ
る
う
コ
ロ
ナ
と
新
た
に
感
染
力

峯

の
強
い
オ
ミ
ク
口
ン
株
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
た
私
達
。
今
、
世
界

・

。
-
-

情
勢
は
混
沌
を
極
め
混
迷
を
深
め
る
。
太
古
の
昔
よ
り
人
は
尊
・一，
觀

．
・・，業
:

、

，x・い

・

，

・．l
-

，

厳
を
失
わ
ず
数
多
の
災
禍
や
恐
一一一に立
ち
向
か
い
現
在
の
栄
華

-

を
築
き
人
類
は
た
く
ま
し
く
生
存
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
こ
そ

．r

:

一
．

人
問
の
英
知
を
猛
虎
の
ご
と
き
強
い
志
を
持
ち

「ウ
イ
ル
ス
」

．識f
/

撲
滅
へ
の
心
が
ま
え
が
試
さ
れ
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。
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シ
ル
バ
1
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
お
陰
様
で
17
年
目
の
長
期
実

'
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'・一一
，
-

-．

・一

績

の
重
み
と
ご
依
頼
者
と
の
信
頼
関
係
の
強
み
を
最
大
の
混
と

'

金
一' ・．

知一一--

し
て
常
時

望
案
を
講
じ
町
民
の
ご
期
待
に
応
え
、

お
役

題
f

-

一

．

．
．s-
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て
る
仕
事
に
安
心
、
安
全
に
配
慮
の
精
神
で

盤
．

-
取

瑞
ん

'

ff

で
参
り
ま
す

。
一

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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